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研究成果概要（日本文（全角）の場合は3,000字（Ａ４、２ページ）程度） 

 

上記の研究機関に招聘研究者(Invited Scientist)として滞在し、共同研究者の一人、David 
Guerrero 博士との共同研究を主に進めた。具体的には、欧州自動車産業を対象に自動車部品調

達のロジスティクスに関するヒアリング調査を行った。日本に比べ（日本の北部九州における

ヒアリング調査は 2015 年 5 月から 9 月に行い、既に学術論文としてまとめた）、欧州では部品

調達の国際化・長距離化が一層進んでおり、輸送手段の多様化、在庫管理の複雑化が見られる。

例えば、ルノーは、モロッコ北部のタンジェでダチア・ブランド（低価格車）を生産している

が、ダチアがルーマニアの自動車メーカーであったこともあり、主要部品（エンジンやギアボ

ックスなど）の多くは現在もルーマニアから調達している。本調査では、こうした事例を対象

に、詳細なヒアリング調査およびデータ収集を進め、先行して行った日本自動車産業との国際

比較分析を行った（現在も継続中）。 
またフランス・パリには、2009 年から共同研究を続ける Cesar Ducruet 博士も Centre national de 

la recherche scientifique, CNRS, (English: French National Centre for Scientific Research)で活動を行

っているため、頻繁に共同研究打合せを行った。具体的には、Lloyd’s List Intelligence (LLI)によ

る船舶動線データおよび各国経済統計等を用いて、先進国・新興国・後進開発国を含む、世界

43 か国・273 地域のデータベースを作成し、港湾地域の経済特性や港湾貨物取扱いと交易相手

である港湾地域の経済特性や港湾貨物取扱いが、どのような相互依存関係を有するのかの定量

分析を行った。これまで報告者と Ducruet 博士とは、港湾地域それぞれの特性に着目した定量

分析（例えば、Papers in Regional Science や Journal of Economic Geography に掲載済み）を行っ

たが、データ制約から貿易相手となる港湾地域の影響は考慮できていなかった。本研究では、

LLI データが利用可能となったことで、新たな貢献が期待できる。 
それ以外でも、この間に他の共同研究者らと Email および Skype 等を用いて共同研究を進め

たが、現地での研究活動を主とする本学院留学の趣旨とは異なるため、ここでは割愛する。 
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